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３０名の新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。本校の在校生並びに教職員一同、みな
さんの入学を心から歓迎します。みなさんの心の中には、これから始まる中学校生活に「よし、頑張
るぞ」という強い決意を抱く一方で、「うまくやっていけるのかな」という不安もあると思います。
教科ごとに先生が変わること、部活動や生徒会活動のことなど、大きな変化に戸惑うことがあるか

もしれません。でも、大丈夫です。みなさんには小学校６年間で培ってきた力があります。その力を
信じて、様々なことに積極的に挑戦してください。

みなさんを後ろから見つめる２・３年生を含めた令和７年度の瑞穂中学校生は、学習面、運動面、
文化面と文武両道の大活躍を見せてくれました。私が学校生活を送る上でのキーワード「自他共栄」、
「自己実現」という二つのことばを心に留めて、本当によく頑張ってくれました。

一つ目の「自他共栄」ということばは、国際オリンピック委員会の委員を務め、柔道の父、日本体
育の父と言われる加納治五郎先生が掲げたことばです。「私たちは互いに信頼し、助けあうことで、自
分も他人も共に栄える世の中をつくることができる」という意味が込められています。どうかみなさ
んも自分と同じように周りの人を大切にし、助けあって毎日の生活を送ってください。

二つ目の「自己実現」ということばは、自分の可能性を最大限発揮するための努力をし、目標を実
現していくことです。ただし、「どのような手段を用いてでも自分の目標を達成すればよい」という
ことではありません。自分らしく生きながら目標を達成することが、同時に社会貢献に、集団の幸せ
につながっていなければならないということです。どうかみなさんも「自分らしさ」を見つけながら、
自分の目標を達成できるよう努力してください。

これから始まる学校生活では、心が温かくなる嬉しいこと、楽しいことがある一方で、様々な困難
や苦労もあると思います。しかし、どんな嵐に遭おうともそれに負けず、この瑞穂の地にあふれる豊
かな自然のように、大きく、たくましく成長してほしいと思います。そして、その成長の過程で身に
つけた知識や技能、温かい心を、この瑞穂の地にあふれる自然のように、多くの人に分け与えられる
人になってほしいと思います。


